
生物由来  

まむしウ マ抗毒素  化学及血  
清療法研  
究所  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

蕪…  ニュージー  

ランド  

製造工程  血清  
マ血液  

ド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
ウイル病治療血清  
沈降精製百日せきジフテリア破傷  
風混合ワクチン  

蕪…  
製造工程  

ペプシン  
アメリカ  

財団法人  

化学及血 清療法研  
究所  

乾燥まむしウマ抗毒素  
乾燥ガスえそ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ジフテリア抗毒素  
乾燥ポッリヌス抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破傷  
風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

＃‥  蕪‥‾  
製造工程  ウイル病治療血清  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

財団法人  
化竿及血  
清療法研  
究所  

製造工程  
蕪■‥  

血液  
ワイル病治療血清  

蕪…  鋪‥  
製造工程  

捕帖国：日 本  

ハートエ キス  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ  
ド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破傷  
風混合ワクチン  
破傷風トキソイド  

蕪…  雇‖   原材料  自首  ／＼ブ毒素  
はぶ毒  
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原材料名  輯筐春名  生物由来  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

蕪‾‖  
①、③～  

⑥添加物  
②製造工  
程  

ニュー・・・ソー  ワクチン①、③  
乳糖  

乾燥弱毒生鮮しんワクチン②  
乾燥組織培養不活化A型肝炎ワク  
チン④  
乾燥弱毒生風しんワクチン⑤  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチ  
ン⑥  

蕪…   製造工程  財団法人  

化苧及血  
清療法研  
究所  

萬有製薬  
株式会社  

萬有製薬  
株式会社  

乾燥日本脳炎ワクチン  
日本脳炎ワクチン  

製造工程  
ウサギ脱  
繊維血液  

ハートイ  
ンフュー  
ジョン培  
地  

ワクチン  米国、カナ  
ダ  

米国、カナ  
ダ、オースト  
ラリア  

有‾‾  
製造工程  

ワクチン  

肪細胞、ウシ骨  
髄、ウシ結合組  骨格筋、ウシ脂   織  

…  
蕪  

製造工程  
スキムミ  

ルク  

リボヌクレ  
アーゼ  

デオキシ  

リボヌクレ  
アーゼ   

トリプシン  

萬有製薬  
株式会社  

萬有製薬  
株式会社  

萬有製薬  
株式会社  

ワクチン  

‥‘  
蕪  製造工程  

ワクチン  米国、カナ  
ダ  

米国、カナ  
ダ  

製造工程  
ワクチン  

蕪…  ＃■■  
製造工程  

萬有製薬  
株式会社  

萬有製薬  
株式会社  

ワクチン  
米国、カナ  
ダ  

米国  雇‥   蕪‥‾  有効成分  肺炎球菌  
英膜ポリ  
サッカライ  
ド  

ワクチン  
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報告者名  
炭癒  くリンナトリウム  

2006／3／22   ロシアのRostov地域で今年（2005年）3例日のブタ炭痕症  
例が発見された。このブタは炭痘ワクチン未接種であっ  
た。生物学的検査、顕微鏡検査、細菌学検査によって、炭  
症菌感染と確定された。  

ProMED20050902－  

ProMED2005090¢－ 0060  0050  

伝達性ミンク脳症（TME）HY株またはDY株神経外樟種後  
の神経侵入におけるリンパ細網系組織の役割をハムス  
ターを用いて調べた。腹腔内搾種後、DY株は脾臓やリン  
パ節では検出されず、腹腔やリンパ節への接種または経  
口授与後は臨床症状は観察されなかったが、舌内陣種後  
プリオン病を発症し、舌および舌を神経支配する脳幹神経  
核で検出された。しかし、脾臓やリンパ節では検出されな  
かった。一方、HY株はこれらのすべての控種経路により  
感染した。  

2805年10月4日、FDAは、BSEから消費者をより一層守る  
ため、追加の「狂牛病」セーフガードを提案した。生後30ケ  
月以上のウシの脳および脊髄、検査を受けていない全年  
齢のウシの脳および脊髄、脳および脊髄が除去されてい  
ない検査されていないウシの全ての部位などを、使用する  
ことを禁止するよう動物飼料規制を改正することを提案し  
ている。  

製造工程  
蕪…  薗症  インフリキシマブ（遺伝子組み換え）  

マウス骨 髄腫由来 細胞  

ウス骨髄腫  
田辺製薬  
株式会社  

JViro12005；79：  

11858－11863  

FDANews；PO5－68．  
2005年10月4日  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

ヒ トCaco－2／TC7腸細胞を種々のプリオン株および感染し  AmJPathoI2005；  
167：1033－1042  た脳ホモジネートとともに培養した。BSE脳ホモジネートと  

ともに培養すると、感染性ウシプリオンはエンドサイトーシ  
スにより数分以内に腸細胞に取り込まれた。この取り込み  
は抗37kDa／67kDaラミニン受容体（LRP／LR）抗体の前処  
葦引こより減少したことから、LRP／LRが感染性ウシプリオン  
受容体と同定された。  

ツ  

ブ  

2005年11月1一日  

http：／／www．dh．gov．  

uk／PublicationsAnd  
Statistics／PressRel  
eases／  

英国で、外科手術を介したvCJD伝播のリスクの可能性を  
低減させるための予防措置が拡大された。輸血を受けた  
約50名が追跡され、VCJDへの暴露の可能性が通知され  
る予定である。   

フェルト・ヤコ  
変異型クロイ  病  
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生物由来  原材料名  

変異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ 病  CDRWeekly2005； 15（51）  2003年9月1日から2004年8月31日の間に、54例が報告さ  

れ、そのうち34例は過去の侵襲性医療が関係し、20例は  
後にvCJDを発症したドナーからの輸血が関係していた。  
報告には委員会がこれらのケースにどのようにアドバイス  
したかも記載し、特に血液製剤を通してのvCJD暴需の管  
理について留意している。  

正常なシカのプリオンを生成できるトランスジェニックマウ  
スを作成し、マウスの脳に、慢性消耗病（CWD）に感染した  
シカの脳またはももの筋肉を注射したところ、12から18ケ  
月後に脳症を発症した。自然界で感染した動物の肉を食  
べた動物が感染するかは不明である。  

New Scientist 
Breaking News 
2006年1月26日  

田辺製薬 株式会社  
伝達性ミンク脳症（TME）HY株またはDY株神線外按種彼  
の神経侵入におけるリンパ細網系組織の役割をハムス  
ターを用いて調べた。腹腔内棒種後、DY株は脾臓やリン  
パ節では検出されず、腹腔やリンパ節への接種または経  
口授与後は臨床症状は観察されなかったが、舌内接種後  
プリオン病を発症し、舌および舌を神経支配する脳幹神経  
核で検出された。しかし、脾臓やリンパ節では検出されな  
かった。一方、HY株はこれらのすべての接種経路により  
感染した。  

キシマブ（遺伝子組み換え）  

ウシアポ  
トランス  
フェリン  

製造工程  …  
蕪  慮症  米国、カナ  

ダ  
JViro12005；79：  

11858－11863  

2005年10月4日、FDAは、8SEから消費者をよリー膚守る  FDANews；PO5－68．  

2005年10月4日  ため、追加の「狂牛病Jセーフガードを提案した。生後30ケ  
月以上のウシの脳および脊髄、検査を受けていない全年  
齢のウシの脳および脊髄、脳および脊髄が除去されてい  
ない検査されていないウシの全ての部位などを、使用する  
ことを禁止するよう動物飼料規制を改正することを提案し  
ている。  

ヒトCaco－2／TC7腰細胞を種々のプリオン株および感染し  

た脳ホモジネートとともに培養した。BSE脳ホモジネtトと  
ともに培養すると、感染性ウシプリオンはエンドサイトーシ  
スにより数分以内に腸細胞に取り込まれた。この取り込み  
は杭37kDa／67kDaラミニン受容体（LRP／LR）抗体の前  

矧こより減少したことから、LRP／LRが感染性ウシプリオン  

受容体と同定された。   

変異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

AmJPatho12005；  
167：1033－1042  
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生物由来  原材料名  
■  
リ  

■■■■■■■■■▲■■■▲■■■▲▲■■■■■■■■■■■  
外科手術を介したvCJD伝播の  

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

低減させるための予防措置が拡大された。輸血を受けた  
約50名が追跡され、VCJDへの暴露の可能性が通知され  
る予定である。  

Release2005／0404  
2005年11月17日  

http：／／www．dh，gOV，  

uk／PublicationsAnd  
Statistics／PressRel  
eases／  

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

英国GJD事例委員会の第4回年次報告が発表された。  
2003年9月1日から2004年8月31日の間に、54例が報告さ  
れ、そのうち34例は過去の侵製性医療が関係し、20例は  
後にvCJDを発症したドナーからの輸血が関係していた。  
報告には委員会がこれらのケースにどのようにアド／くイス  
したかも妃載し、特に血液製剤を通してのvCJD暴露の管  
理について留意している。  

CDRWeekly2005： 15（51）  

正常なシカのプリオンを生成できるトランスジェニックマウ  
スを作成し、マウスの脳に、犠牲消耗病（CWD）に感染した  
シカの脳またはももの筋肉を注射したところ、12から18ケ  
月後に脳症を発症した。自然界で感染した動物の肉を食  
べた動物が感染するかは不明である。  

New Scientist 
Breaking News 
2006年1月26日  

有‖  慮窟  
製造工程   

ンフリキシマブ（遺伝子組み換え）  ウシリボ  
プロテイ  
ン  

臼辺製薬 株式会社  米国、カナ ダ  
JViroI2005；79：  

11858－11863  の神経侵入におけるリンパ細網系組織の役割をハムス  
ターを用いて調べた。腹腔内接種後、DY株は脾臓やリン  
パ節では検出されず、腹腔やリンパ節への接種または経  
口投与後は臨床症状は観察されなかったが、舌内接種後  
プリオン病を発症し、舌および舌を神経支配する脳幹神経  
核で検出された。しかし、脾臓やリンパ節では検出されな  
かった。一方、HY株はこれらのすべての棒種経路により  
感染した。  

0月4日、FDAは、日SEから消費者をより一層守る  FDANews：PO5－68．  
2005年10月4日  ため、追加の「狂牛病」セーフガードを提案した。生後30ケ  

月以上のウシの脳および脊髄、検査を受けていない全年  
齢のウシの脳および脊髄、脳および脊髄が除去されてい  
ない検査されていないウシの全ての部位などを、使用する  
ことを禁止するよう動物飼料規制を改正することを提案し  
ている。   
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原材料名  生物由来   

ヒトCaco－2／TC7腸搾胞を種々のプリオン株および愚梁し  

た脳ホモジネートとともに培養した。8SE脳ホモジネートと  
ともに培養すると、感染性ウシプリオンはエンドサイトーシ  
スにより数分以内に腸細胞に取り込まれた。この取り込み  
は抗37kDa／67kDaラミニン受容体（LRP／LR）抗体の前処  
理により減少したことから、LRP／LRが感染性ウシプリオン  
受容体と同定された。  

AmJPath012005：  

167：1033－1042  

フェルトヤコブ 病  

外科手術を介したvCJD伝播のリスクの可能性を  

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

美毘保健省Press  
ReIease2005／0404  
2005年11月17日  

http：／／www．dh，gOV．  

uk／Pub［icationsAnd  

Statistics／PressRel  
eases／  

低減させるための予防措置が拡大された。輸血を受けた  
約50名が追跡され、VCJDへの暴露の可能性が通知され  
る予定である。  

年次報告が発表された。  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

CDRWeekly2005； 15（51）  2003年9月1日から2004年8月31日の間に、54例が報告さ  
れ、そのうち34例は過去の侵襲性医療が関係し、20例は  
後にvCJDを発症したドナーからの輸血が関係していた。  
報告には委員会がこれらのケースにどのようにアドバイス  
したかも記載し、特に血液製剤を通してのvCJD暴露の管  
理について留意している。  

正常なシカのプリオンを生成できるトランスジェニックマウ  
スを作成し、マウスの脳に、慢性消耗病（CWD）に感染した  
シカの脳またはももの筋肉を注射したところ、12から18ケ  
月後に脳症を発症した。自然界で感染した動物の肉を食  
べた動物が感染するかは不明である。  

New Scientist  
Breaking News 
2006年1月26日  

伝達性ミンク脳症（TME）HY株またはDY株神経外接種後  
慮症  

蕪■■‾  有‖  
製造工程   

ンフリキシマブ（遺伝子組み換え）  ウシ胎児 血清  
田辺製薬 株式会社  

JViro12005；79：  

11858－11863  
米国、カナ  
ダ、オースト  
ラリア  

の神経侵入におけるリンパ細網系組織の役割をハムス  
ターを用いて調べた。腹腔内捧種後、DY株は脾臓やリン  
パ節では検出されず、腹腔やリンパ節への様様または経  
口授与後は臨床症状は観察されなかったが、舌内陣種後  
プリオン病を発症し、舌および舌を神経支配する脳幹神経  
核で検出された。しかし、脾臓やリンパ節では検出されな  
かった。一方、HY株はこれらのすべての捧種経路により  
感染した。   
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生物由来  原材料名  

0月4日、FDAは  FDANews；PO5－68．  
2005年10月4日  ため、追加の「狂牛病」セーフガードを提案した。生後30ケ  

月以上のウシの脳および脊髄、検査を受けていない全年  
齢のウシの脳および脊髄、脳および脊髄が除去されてい  
ない検査されていないウシの全ての部位などを、使用する  
ことを禁止するよう動物飼料規制を改正することを提案し  
ている。  

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

ヒトCaco－2／TC7腸細胞を種々のプリオン株および感染し  
た脳ホモジネートとともに培養した。BSE脳ホモジネートと  
ともに培羊すると、感染性ウシプリオンはエンドサイトーシ  
スにより数分以内に腸細胞に取り込まれた。この取り込み  
は抗37kDa／67kDaラミニン受容体（LRP／LR）抗体の前処  
理により減少したことから、LRP／LRが感染性ウシプリオン  
受容体と同定された。  

AmJPatho12005；  
167：1033－1042  

変異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病’  

英国保健省Press  

Release2005／0404  
2005年11月17日  

http：／／www．dh．gov．  

uk／PubljcationsAnd  
Statistics／PressRel  
eases／  

CDRWeek】y2005：  

15（5り  

外科手術を介したvcJD伝播のリスクの可能性を  
低減させるための予防措置が拡大された。輸血を受けた  
約50名が追跡され、VCJDへの暴露の可能性が通知され  
る予定である。  

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

年次報告が発表された。  

2003年9月1日から2004年8月31日の間に、54例が報告さ  
れ、そのうち34例は過去の侵襲性医療が関係し、20例は  
後にvCJDを発症したドナーからの輸血が関係していた。  
報告には委員会がこれらのケースにどのようにアド／くイス  
したかも記載し、特に血液製剤を通してのvCJD暴露の管  
理について留意している。  

正常なシカのプリオンを生成できるトランスジェニックマウ  
スを作成し、マウスの脳に、慢性消耗病（CWD）に感染した  
シカの脳またはももの筋肉を注射したところ、12から18ケ  
月後に脳症を発症した。自然界で感染した動物の肉を食  
べた動物が感染するかは不明である。   

New Scientist 
Breahing News 
2006年1月26日  

82／118ページ  



報告者名  生物由来  

田辺製薬 株式会社  
シ脾臓、ウ  伝達性ミンク脳症（TME）HY株またはDY株神権外搾種後  

の神経侵入におけるリンパ細網系組織の役割をハムス  
ターを用いて調べた。腹腔内接種後、DY株は脾臓やリン  
パ節では検出されず、腹腔やリンパ節への接種または経  
口授与後は臨床症状は観察されなかったが、舌内陣種後  
プリオン病を発症し、舌および舌を神経支配する脳幹神経  
核で検出された。しかし、脾臓やリンパ節では検出されな  
かった。一方、HY株はこれらのすべての樟種経掛こより  
感染した。  

加水分解  
ウシ蛋白  物   

JViro12005；79：  

11858－11863  

2005年10月4日、FDAは、BSEから消費者をより一層守る  
ため、追加の「狂牛病Jセーフガードを提案した。生後30ケ  
月以上のウシの脳および脊髄、検査を受けていない全年  
齢のウシの脳および脊髄、脳および脊髄が除去されてい  
ない検査されていないウシの全ての部位などを、使用する  
ことを禁止するよう動物飼料規制を改正することを提案し  
ている。   

ヒトCaco－2／TC7腸細胞を種々のプリオン株および感染し  
た脳ホモジネートとともに培養した。8SE脳ホモジネートと  
ともに培養すると、感染性ウシプリオンはエンドサイトーシ  
スにより数分以内に腸細胞に取り込まれた。この取り込み  
は抗37kDa／67kDaラミニン受容体（LRP／LR）抗体の前  
理により減少したことから、LRP／LRが感染性ウシプリオン  
受容体と同定された。  

F【）ANews：PO5－68．  

2005年10月4日  

変異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

AmJPath012005ニ  

167：103ユー1042  

美園で、外科手術を介したvCJD伝播のリスクの可能性を  
低減させるための予防措置が拡大された。輸血を受けた  
約50名が追跡され、VCJDへの暴需の可能性が通知され  
る予定である。  

ツ  

ブ  

2005年11月17日  

http：／／www．dh．gov．  

uk／PublicationsAnd  
Statistics／PressRel  
eases／  

ツ  

ブ  

フェルト・ヤコ  
変異型クロイ  病  

年次報告が発表された。  変異型クロイ  

2003年9月1日から2004年8月31日の聞に、糾例が報告さ  
れ、そのうち34例は過去の侵製性医療が関係し、20例は  
後にvCJDを発症したドナーからの輸血が関係していた。  
報告には委員会がこれらのケースにどのようにアド／くイス  

したかも記載し、特に血液製剤を通してのvCJD暴露の管  
理について留意している。   

フェルトヤコ  
病  
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New Scientist 
Breaking News 
2006年1月26日  

止胃7謀シ刀のフリ；ーンを王灰できるトランスシエニックマワ  

スを作成し、マウスの脳に、慢性消耗廟（CWD）に感染した  
シカの脳またはももの筋肉を注射したところ、12から18ケ  
月後に脳症を発症した。自然界で感染した動物の肉を食  
べた動物が感染するかは不明である。  

田辺製薬 株式会社  

リキシマフ（遺伝子組み換え）  
ウシ血清  
アルブミ  

ン  

シ血液  
者■●  

製造工程  
蕪…   慮痘  伝達性ミンク脳症（TME）HY株またはDY株神権外接種後  

の神経侵入におけるリンパ細網系組織の役割をハムス  
ターを用いて調べた。腹腔内接種後、DY株は脾臓やリン  
パ節では検出されず、腹腔やリンパ節への接種または軽  
口投与後は臨床症状は観察されなかったが、舌内陣種後  
プリオン病を発症し、舌および舌を神経支配する脳幹神経  
核で検出された。しかし、脾臓やリンパ節では検出されな  
かった。一方、HY株はこれらのすべての接種経路により  
感染した。  

米国、カナ ダ   
JViro12005；79：  

11858－11863  

2005年10月4日、FDAは、日SEから消費者をより一層守る  
ため、追加の「狂牛病Jセーフガードを提案した。生後30ケ  
月以上のウシの脳および脊髄、検査を受けていない全年  
齢のウシの脳および脊髄、脳および脊髄が除去されてい  
ない検査されていないウシの全ての部位などを、使用する  
ことを禁止するよう動物飼料規制を改正することを提案し  
ている。  

FDANews：PO5－68．  

2005年10月4日  

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

ヒトCaco－2／TC7膿細胞を種々のプリオン株および感染し  

た脳ホモジネートとともに培養した。BSE脳ホモジネートと  
ともに培養すると、感染性ウシプリオンはエンドサイトーシ  
スにより数分以内に腸細胞に取り込まれた。この取り込み  
は抗37kDa／67kDaラミニン受容体（LRP／LR）抗体の前処  

理により減少したことから、しRP／LRが感染性ウシプリオン  
受容体と同定された。   

AmJPatho12005；  
167：1033－1042  
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英国で、外科手術を介したvcJD伝播のリ  莱匡l保健省Press  
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低減させるための予防措置が拡大された。輸血を受けた  
約50名が追跡され、VCJDへの暴露の可能性が通知され  
る予定である。  

変異型クロイツ  
美園CJD事例委員会の第4回年次報告が発表された。  
2003年9月1日から2004年8月31日の聞に、54例が報告さ  
れ、そのうち34例は過去の侵襲性医療が関係し、20例は  
後にvCJDを発症したドナーからの輸血が関係していた。  
報告には委員会がこれらのケースにどのようにアドバイス  
したかも記載し、特に血液製剤を通してのvCJD暴露の管  
理について留意している。  

CDRWeekly2005；  
15（51）  

フェルトヤコブ 病  

正常なシカのプリオンを生成できるトランスジェニックマウ  
スを作成し、マウスの脳に、慢性消耗病（CWD）に感染した  
シカの脳またはももの筋肉を注射したところ、12から18ケ  
月後に脳症を発症した。自然界で感染した動物の肉を食  
べた動物が感染するかは不明である。  

New Scientist 
Breaking News 
2006年1月26日  

JVi柑12005；79：  

11858－11863  
田辺製薬  
株式会社  

キシマフ（遺伝子組み換え）  

ウシイン スリン  

シ膵臓  製造工程  
蕪…  慮壷  米国、カナ  
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ラリア、  
ニューソー  
ランド  

の神経侵入におけるリンパ細網系組織の役割をハムス  
ターを用いて調べた。腹腔内接種後、DY株は脾絶やリン  
パ節では検出されず、腹腔やリンパ節への接種または経  
口投与後は臨床症状は観察されなかったが、舌内接種後  
プリオン病を発症し、舌および舌を神経支配する脳幹神緑  
核で検出された。しかし、脾絶やリンパ節では検出されな  
かった。一方、HY株はこれらのすべての接種経路により  
感染した。   
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0月4日、FDAは、  FDANews：PO5－68，  

2005年10月4日  ため、追加の「狂牛病」セーフガードを提案した。生後30ケ  
月以上のウシの脳および脊髄、検査を受けていない全年  
齢のウシの脳および脊髄、脳および脊髄が除去されてい  
ない検査されていないウシの全ての部位などを、使用する  
ことを禁止するよう動物飼料規制を改正することを提案し  
ている。  

変異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

ヒトCaco－2／TCT腸細胞を種々のプリオン株および感染し  

た脳ホモジネートとともに培養した。BSE脳ホモジネートと  
ともに培養すると、感染性ウシプリオンはエンドサイトーシ  
スにより数分以内に腸細胞に取り込まれた。この取り込み  
は抗37kDa／67kDaラミニン受容体くLRP／LR）抗体の前処  

理により減少したことから、LRP／LRが感染性ウシプリオン  
受容体と同定された。  
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167：1033－1042  
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英国で、外科手術を介したvcJD伝播のリスクの可能性を  
低減させるための予防措置が拡大された。輸血を受けた  
約50名が追跡され、VCJDへの暴露の可能性が通知され  
る予定である。  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

英国CJD事例委員会の第4回年次報告が発表された。  
2003年9月1日から2004年8月31日の間に、54例が報告さ  
れ、そのうち34例は過去の侵襲性医療が関係し、20例は  
後にvCJDを発症したドナーからの輸血が関係していた。  
報告には章魚会がこれらのケースにどのようにアド／くイス  

したかも雷己載し、特に血液製剤を通してのvCJD暴露の管  
理について留意している。  

CDRWeekly2005； 15（51）  

正常なシカのプリオンを生成できるトランスジェニックマウ  
スを作成し、マウスの脳に、慢性消耗病（CWD）に感染した  
シカの脳またはももの筋肉を注射したところ、12から18ケ  
月後に脳症を発症した。自然界で感染した動物の肉を食  
べた動物が感染するかは不明である。   

New Scientist  
Breaking News 
2006年1月26日  
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有効成分  

田辺製薬  
株式会社  

リキシマブ（遺伝子組み換え）  
伝達性ミンク脳症（TME）HY株またはDY株神経外接種後  

の神経侵入におけるリンパ細網系組織の役割をハムス  
ターを用いて調べた。腹腔内接種後、DY株は牌臓やリン  
パ節では検出されず、腹腔やリンパ節への接種または経  
口投与後は臨床症状は観察されなかったが、舌内接種後  
プリオン病を発症し、舌および舌を神経支配する脳幹神経  
核で検出された。しかし、脾臓やリンパ節では検出されな  
かった。一方、HY株はこれらのすべての控種経路により  
感染した。  

JViro12005；丁9：  

11858－11863  
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米国、カナ  
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胸と骨髄腫細  
胞を融合した  
細胞にヒト遺  
伝子を導入し  
た細胞株  

0月4日、FDAは、BSEから消費者をより一層守る  FDANews：PO5－68，  
2005年10月4日  ため、追加の「狂牛病Jセーフガードを提案した。生後30ケ  

月以上のウシの脳および脊髄、検査を受けていない全年  
齢のウシの脳および脊髄、脳および脊髄が除去されてい  
ない検査されていないウシの全ての部位などを、使用する  
ことを蕪止するよう動物飼料規制を改正することを提案し  
ている。  

ヒトCaco－2／TC7腸細胞を種々のプリオン株および感染し  
た脳ホモジネートとともに培養した。BSE脳ホモジネートと  
ともに培養すると、感染性ウシプリオンはエンドサイトーシ  
スにより数分以内に腸細胞に取り込まれた。この取り込み  
は抗37kDa／67kDaラミニン受容体（しRP／LR）抗体の前処  
理により減少したことから、LRP／しRが感染性ウシプリオン  
受容体と同定された。  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

AmJPatho12005；  

16丁：1033－1042  

英国で、外科手術を介したvCJD伝播のリスクの可能性を  
低減させるための予防措置が拡大された。輸血を受けた  
約50名が追跡され、VCJDへの暴露の可能性が通知され  
る予定である。   
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CDRWeekly2005； 15（5り  2003年9月1日から2004年8月31日の間に、54例が報告さ  
れ、そのうち34例は過去の侵製性医療が関係し、20例は  
後にvCJDを発症したドナーからの輸血が関係していた。  
報告には委員会がこれらのケースにどのようにアド／くイス  
したかも記載し、特に血液製剤を通してのvCJD暴露の管  
矧こついて留意している。  

正常なシカのプリオンを生成できるトランスジェニックマウ  
スを作成し、マウスの脳に、慢性消耗病（CWD）に感染した  
シカの脳またはももの筋肉を注射したところ、12から18ケ  
月後に脳症を発症した。自然界で感染した動物の肉を食  
べた動物が感染するかは不明である。   

New Scientist 
Breaking News 
2006年1月26日  
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原材料名  生物由来   

慢性炎症性腎疾患が、感染性プリオンを尿中に排出する引  
き金になるか検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイ  
ピー感染マウスの尿蛋白を接種した非感染マウスは、スク  
レイピーを発症した。尿はプリオンの水平感染へ■クターとなり、  
排泄臓器の炎症はプリわの拡大に影響を及ぼす可能性が  
示唆された。  

Science2005：310：  

324－326  

CDC2005年11月7  

日  

http：／／www．cdc．gov  

／f］u／avian／outbrea  

ks／asia．htm  

WHO鳥インフルエンゲH5Nl型の更新情報。2003年－05年のア  
ゾア、ヨ一口ツハ○におけるH5Nl聖鳥インフルエンゲ感染の動物お  

よぴヒトでの進展状況。動物では家禽、渡り鳥、ブタ、ネコ  
科動物での感染が確認されている。  

トリインフルエ ンザ  

トリインフルエ ンザ  厚生労働省 平成  
18年1月10日  
http：／／www∫nhlw，gO  

jp／houdou／2006／0  
1／hOllO－4，html  

平成17年6月以降  
た茨城県及び埼玉県の養鶏場の従業員等及び防疫業者  
の一部に対し、感染症の有無を確認するために健康状態  
及びウイルス検査を実施したが、インフルエンザ様症状を  
示す者はなく、PCR検査によるウイルス遺伝子検査の結果  
はすペて栓性であった。また、血清中和抗体検査では、第  
1回抗体検査と第2回抗体検査との間で4倍以上の抗体価  
上昇が15例で見られた。全体としては353名中77名が陽性  
と判定された。  

トリインフルエ  
ンザ  

WHO／CSR2006年1  
月1針日  

http：／／www．whojnt  

／csr／don／2006＿01＿  

19／en／index．html  

中国衛生省はH5Nl型トリインフルエンザウイルスによるヒ  

ト感染例をさらに1例確定した。この患者は四川省在住の  
35歳女性で、家禽選別者として働いていたが、発症9日目  
に死亡した。この症例は中国における9例日の確定診断例  
で、そのうち6例が死亡している。  

けた後、慢性被包化膿胸と  

第75回日本感染症  
学会西日本地方総  
会 2005年11月17  
－18日  

細菌感染  
なり、咳、かっ痍が続いていた77歳女性が、発熱および病  
状の悪化のため緊急入院した。かっ痍検査を行ったとこ  
ろ、抗酸菌が検出され、分離菌はMycobaGterium  
mageritenseと同定された。本症例は日本におけるヒトの本  
菌感染症の第一例日である。   
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